
登録再生利用事業者 [全事業共通項目]不正転売防止ガイドラインへの対応]    業界自主基準チェックシート                          一般社団法人 全国食品リサイクル連合会 

 

 

 

調査年月日には実際に調査した日付を記入すること 

調査対象欄には 調査対象の会社名を記入すること 

調査者には、審査した人の名前を記入すること 

実施確認の結果評価については、総合的に勘案して不正転売への取組を評価すること 

 

 

☑実施 （実施していることを確認） ☑不可（実施できていない場合にチェックする）  ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

1．不正転売防止措置に関する具体的な取組について 実施 不可 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

不正転売

防止の具

体的な対

策 

社員の持ち帰りや食用利用や転売を禁止し

ているか 

☑ □ □ □ 社員教育 新人入社教育では必須教育している。 

全体会議で全員に周知を図っている。 

社員に誓約書を書かせているか ☑ □ □ □   

冷蔵庫がある場合、施錠保管しているか □ □ ☑ □   

転売防止の掲示物を掲示しているか □ □ ☑ □   

タグ管理等により食品廃棄物を区分してい

るか 

□ □ ☑ □   

適正な料

金での受

託 

地域相場を調べて把握しているか（環境省情

報提供） 

☑ □ □ □ 全食リ連 会員交流及び行政情報 ① 地域相場については、全食リ連の会員間における情報など

により把握している。 

令和 6年 4月からさいたま市の一般廃棄物の処理料金がキ

ロ 24円に値上げされる。 

原価計算方法について書類を用いて説明で

きるか 

☑ □ □ □  ② 決算書から月次収支を把握している。そこから、電気代、

修繕費、人件費などの一般管理費を算出し原価を計算して

いる。 

利益上乗せ部分について書類を用いて説明

できるか 

☑ □ □ □  ③ 地域相場を把握した上で、設備の修繕費や維持管理費、堆

肥の販売価格を微増させるなど、利益上乗せ部分を原価計

算により設定している。 

 

地域における一般的な処理料金の半値程度

を下回る価格で受託していないか 

☑ □ □ □  ④ 半値を下回る金額では受託していない。 

処理料金を公示（掲示）しているか ☑ □ □ □  掲示板において表示している。 

適正処理料金受託のため排出事業者への理

解・努力している内容を説明できるか 

☑ □ □ □  上記、①～④を説明し、堆肥化及びリサイクルループの意義（環

境への付加価値）を説明している。 

 

調査年月日 調査対象 調査者 区分 確認者 

2024 年 8 月

1 日 

会社名 

株式会社アイル・クリーンテック 

 

所属 全食リ連 

担当者名 松岡力雄 

 

更新審査 

 

藤生光博 

実施確認の 

結果評価 
評価  可・不可 

 



 

 

特記事項 

① 廃棄物であっても勝手に持ち帰ってしまうのは盗難にあたる旨を周知している。 

② 係数管理などの説明も毎月の業務改善会議にて主任以上を対象に実施している。 

 

 

 

総評 

① 令和 6年 4月から、さいたま市の一般廃棄物の処理料金が 1㎏ 24円に値上げされた。今後、周辺自治体も据え置きのところもあれば、引き上げ傾向に移行していくことも予測される。 

② 一方で、商圏内に新規メタン化施設が設置され、分別不要、他のビン・カン・古紙の一括回収リサイクル率アップなど、メタン化の優位性や価格競争から、既存の顧客が失われている状況も一部あり、排出事業

者のニーズにより、再生可能エネルギー（メタン化）と液肥利用による農業が推し進められる状況が出てきた。 

③ これらを加味した上で、藤生社長からは、商圏内に、まだ食品リサイクルを行っていない食品製造業（産廃）の排出事業者の掘り起こしに力を入れている。今後は、更なる営業を強化し、収集運搬業にも力を入

れる方針が打ち出された。 

④ 今後、改良型の肥料化施設を新規に設置することから、排出事業者と農業者の両方のニーズにこたえるプランニングが重要であり、彩の国循環工場の管理者でもある埼玉県とも連携した企画も検討中とのことで

あるため、法令上、メタン化より優先されている肥料化の意義を実現できるよう期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


